
広 

報
題字：水上　勉 Ａｕｇ.２０２４　Ｎｏ．２２０

８

・表紙、裏表紙

マリンスポーツ体験教室

マリンスポーツ体験教室が 6 月 22 日（土）に長井浜海水浴場にて開催
されました。参加者は、おおいの海を満喫していました。



上期申請期間 ： 令和６年 9 月１日～ 30 日

下期申請期間 ： 令和７年２月１６日～３月１５日

進学サポート給付金の

　　　　　申請を忘れずに！！

給付金の額給付金の額

　学生１人あたり 20,000 円／月です。上限は、最大４年間（960,000 円）となります。
ただし、６年制学部の学生は６年間（1,440,000 円） となります。
　また、給付金の返済は必要ありません。

※ この申請期間内に必要な書類等の提出をお願いいたします。
　 申請期間を過ぎますと、 給付できませんので、ご注意ください。
　 必要な書類や詳細については下記ＱＲコードからご確認下さい。

給付の条件給付の条件

　町からのメール配信サービスに保護者等および学生の登録が必要です。この登録に
より、町のイベントや広報紙発刊情報等を発信させていただきます。（町の情報を学生
に発信し、Ｕターンを促進することを目的とした給付金であるためです）

給付対象者（次の①～③の要件を全て満たす者）給付対象者（次の①～③の要件を全て満たす者）

　【 要 件 】

　① 大学や短大、専修学校（専門課程に限る）、高等専門学校（第４学年、第５学年お
　 　よび専攻科に限る）、等に就学する学生を扶養している。
　② 申請時において、本町に１年以上住所を有し、在住している。
　③ 税金の滞納がない。
対象となる学生対象となる学生

　これまでに町に１年以上住所を有していたことのある学生。
対象となる学年対象となる学年

　卒業に必要な最低修学年数とし、大学院は含みません。　　　

進学サポート給付金
制度のお知らせ

申請期間申請期間

　ご不明な点、制度の詳細につきましては、町のホームページをご覧いただくか、学校教
育課までお問い合わせください。

区分 申　請　期　間

上期 令和 6 年 4 月～ 9 月分 令和 6 年 9 月 1 日～ 30 日

下期 令和 6 年 10 月～令和 7 年 3 月分 令和 7 年 2 月 16 日～ 3 月 15 日

学校教育課  TEL 77-1150　ＦＡＸ 77-1177　E-Mail  kyoiku@town.ohi.lg.jp問
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■ 

試
験
区
分

・
採
用
予
定
人
数

試
験
区
分

採
用
予
定
人
数

事　

務

７
人

保
育
士

２
人

保
健
師

１
人

※
必
ず
し
も
こ
の
人
数
を
採
用　

す
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

■ 

受
験
資
格

・
事
務

　

平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら
、
平

成
19
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
者
で
、
学
歴
お
よ
び
資
格
は
問

い
ま
せ
ん
が
、
高
校
卒
業
程
度
の

学
力
を
必
要
と
し
ま
す
。

・
保
育
士

　

平
成
２
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
者
で
、
保
育
士
資
格
取
得

者
お
よ
び
幼
稚
園
教
諭
免
許
の
両

資
格
免
許
を
有
す
る
者
ま
た
は
令

和
７
年
３
月
末
ま
で
に
両
資
格
免

許
取
得
見
込
み
の
者
。

・
保
健
師

　

平
成
２
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
者
で
、
保
健
師
資
格
取
得

者
ま
た
は
令
和
７
年
３
月
末
ま
で

に
資
格
取
得
見
込
み
の
者
。

■ 

第
１
次
試
験

　

 

（
適
性
検
査

・
教
養
試
験
）

・
日
時

　

令
和
６
年
９
月
22
日
（
日
）

　

午
前
８
時
45
分
か
ら
12
時
20
分

・
場
所

　

県
立
若
狭
高
等
学
校
ま
た
は
福

井
県
自
治
会
館

※
第
１
次
試
験
合
格
者
は
10
月
中

旬
ま
で
に
通
知
し
ま
す
。

■ 

第
２
次
試
験

　

 

（
作
文
試
験

・
面
接
試
験
）

・
期
日

　

令
和
６
年
10
月
27
日
（
日
）

・
場
所

　

お
お
い
町
役
場

※
最
終
合
格
発
表
は
11
月
中
旬
に

通
知
し
ま
す
。

■ 

受
付
期
間

　

令
和
６
年
８
月
２
日
（
金
）
ま
で

　

受
付
時
間
は
、
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

　
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

■ 

そ
の
他

　

 

手
続
き
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は

次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
よ
り
ご
確
認

く
だ
さ
い
。総

務
課  

☎
77
・
4
0
5
0

問

おおい町
ホームページ

職員募集

おおい町の明るい未来を一緒に創りませんか

令和７年度採用 おおい町職員採用試験
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　　バス運転士

　　　　紹介キャンペーン！

紹介者に５万円を支給！

8 月 3 ０日まで受付

　大型二種免許を持っているお知り合いにバス運転士のお仕事をご紹介く
ださい！

◆　ご紹介していただきたい人

　大型二種免許保有者かつ県内乗合バス事業者に就職希望の人
※福井県内に本社があり、一般乗合旅客自動車運送を行っている事業者の
　うち、複数市町をまたぐ広域路線を複数運行している事業者
　（福井鉄道株式会社、京福バス株式会社）

◆　支給額

　紹介者 ： ５万円 （１人１回限り）

※ 紹介していただいた人が 3 か月経過後も勤務していること
　運転士 ： 30 万円の奨励金制度あり

※ 別制度のため、別途申請が必要必要です（バス運転士就職奨励金制度）

◆　申請期間

　 8 月３０日（金）まで
※ 期間内にお知り合いの人がバス事業者に採用されたうえで申請書を提 　 　 
　 出してください

詳細はコチラから！

福井県 バス運転士
紹介報奨金制度

福井県未来創造部 新幹線・交通まちづくり局交通まちづくり課 ☎ 0776-20-0774問

① ②

③ ④

紹介者
大型二種免許

保有者

バス運転士の仕
事に興味ない？

大型二種免許
保有者

バス会社に
応募 ・ 採用

※県からの斡旋はありません

紹介者

県に 「バス運転士紹介報奨金」

の申請を行う

※運転士１名につき
　紹介者は１名まで

勤務から３か月経過後、
報奨金を支給

※運転士の勤務を確認後

紹介者
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はぴウォーク２０２４はぴウォーク２０２４

目標歩数の達成で「ふくいはぴコイン」をもらおう！

　９月～１１月の各月の平均歩数が目標を上回った人全員にデジタル地域通貨「ふくいは
ぴコイン」５００ポイントをプレゼントします！

◆ 参加要件

① 福井県内に在住、または通勤・通学している 15 歳以上の人（中学生は除く）
② 歩数計測アプリおよびふくアプリが使用可能な人

　日々の歩数や健診受診等で
おおい町のポイントが貯まる
アプリ「スポーツタウンＷＡ
ＬＫＥＲ」がおすすめです！ おおい町のポイント

ルール等については
こちら

スポーツタウン
ＷＡＬＫＥＲのダウ
ンロードはこちら

ふくアプリについて
はこちら

◆ スケジュール

エントリー受付エントリー受付 チャレンジ期間チャレンジ期間

8 月 1 日～ 31 日 ９月 1 日～ 11 月 30 日 12 月 1 日～ 12 月 15 日

実績報告実績報告

1 月上旬頃

はぴコインはぴコイン

ゲットゲット

※ 「はぴウォーク 2024」の参加にはエントリーが必要です。
　 詳しくは右記ＱＲコードをご確認ください。

計量器 （はかり） の定期検査を受けましょう
　取引、証明などに使用される計量器（はかり）は、計量法の規定により、
２年に１度定期検査を受けなければなりません。町内での集合検査日程は次
のとおりです。該当する計量器を持っている人は必ず検査を受けてください。
　前回の受検者には、７月上旬に調査書を送付します。

◆ 集合検査日程 ・ 場所　　　　　　　　　

　 ９月 18 日（水）
① １０：３０から１２：００まで
② １３：００から１５：３０まで
　 おおい町役場　１階　相談コーナー

対象になる計量器対象になる計量器

・ 商店・行商等で商品の売買に使用するはかり
・ 病院・薬局・学校・保育園等で使用する体重計や調剤用はかり
・ 貨物の運賃算出等に使用するはかり
・ 農業・漁業等に従事している者が農産物・水産物等の売買・出荷のために使用するはかり
・ 工場・事業場等で、材料の購入・製品の販売・出荷に使用するはかり
・ カレー、ステーキハウス等において、ご飯やお肉等を重さにより販売する目的で使用するはかり

福井県計量検定所  ☎ 0776-21-8218問※ 詳しくは町ホームページをご覧ください。

おおい町
ホームページ

◆ 検査手数料

　計量器によって異なり、１台につき、
　250 円から 6,200 円が必要です。
　なお、集合検査の手数料は福井県収入
　証紙を申請書に添付してください。

はぴウォークに
ついてはこちら

すこやか健康課  ☎ 77-1155問問 福井県健康政策課  ☎ 0776-20-0697
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総合町民センター、 里山文化交流センターの
使用制限について

　総合町民センターと里山文化交流センターでは、施設の改修・更新工事に伴い、下記の期間の貸館
等について、使用制限があります。
※期間は目安です。工事の進捗により前後する可能性がありますので、施設を使用される場合は、事
前に各館にお問合せください。ご不便をお掛けしますが、ご理解いただきますようお願いいたします。

日程 施設使用制限等

７月１日から 10 月 20 日まで 一部使用できない部屋があります。

８月１日から９月 10 日まで 大ホール音響設備使用不可。
※貸館は可能です。

９月 11 日から 10 月 20 日まで 大ホール使用不可。

◆ 総合町民センター 社会教育課 ☎ 77-1150問

日程 施設使用制限等

10 月 7 日から 10 月 31 日まで ・正面玄関通行不可。東側職員通用口をご利用ください。
・名田庄図書館休館。電話、ネット予約による貸出は可能です。

10 月 7 日から 11 月 27 日頃まで 一部使用できない部屋があります。

10 月 7 日から 12 月 17 日頃まで 空調使用不可。

◆ 里山文化交流センター 里山文化交流センター ☎ 67-3250問 名田庄図書館 ☎ 67-3703問

　　　　　　　７月は 「社会を明るくする運動」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　の強化月間です！

　「社会を明るくする運動」とは、すべての国民が、犯罪や非行の防止と犯罪や非行をした
人たちの更生について理解を深め、それぞれの立場において力を合わせ、犯罪や非行のない
安全で安心な明るい地域社会を築くための全国的な運動です。
　犯罪や非行をした人たちが社会復帰をするためには、地域社会において彼ら彼女らが孤立
することのないよう、その立ち直りを支えていくことが大切です。
　若狭地区保護司会大飯郡支部では、活動内容を町民の皆さんに広く知ってもらい、理解を
深めてもらうために、街頭啓発活動としてパンフレットの配布や町内各所に啓発看板の設置
などを行っています。

◆ 内閣総理大臣メッセージの伝達 ◆ 各施設への啓発看板設置 ◆ 街頭啓発活動
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の
で
、
カ
シ
オ
ペ
ア
の
あ
た
り
を
見

て
い
れ
ば
見
つ
け
や
す
い
と
思
い
ま

す
。

　

い
つ
も
書
い
て
ま
す
が
、
流
星
を

見
る
時
は
寝
っ
転
が
っ
て
目
の
焦
点

を
合
わ
せ
ず
に
ボ
ー
ッ
と
空
を
眺
め

て
く
だ
さ
い
。
極
大
の
頃
に
は
１
時

間
あ
た
り
20
個
以
上
流
れ
る
模
様
。

【
七
夕
】

　

先
月
も
書
き
ま
し
た
が
今
年
は

８
月
10
日
が
旧
暦
の
〈
七
夕
〉
で

す
。
夜
空
の
大
体
て
っ
ぺ
ん
あ
た
り

に
「
夏
の
大
三
角
」
と
い
う
三
つ
の

星
が
天
の
川
と
一
緒
に
見
え
ま
す
。

白
鳥
座
の
デ
ネ
ブ
、
こ
と
座
の
ベ

ガ
（
織
姫
星
）、
わ
し
座
の
ア
ル
タ

イ
ル
（
彦
星
）
で
す
。
こ
の
三
つ
の

星
も
見
つ
け
や
す
い
の
で
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。
織
姫
と
彦
星
が
デ
ー
ト
し

て
ご
ざ
い
ま
す
。
冷
や
か
し
て
や
り

ま
し
ょ
う
。

　
「
旧
暦
カ
レ
ン
ダ
ー
」
は
道
の
駅

う
み
ん
ぴ
あ
大
飯
・
道
の
駅
名
田
庄

に
て
販
売
中
。
お
試
し
く
だ
さ
い
。

（
一
社
）
南
太
平
洋
協
会
公
認

旧
暦
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー　

中
村 

賢
一

【
水
無
月
】

　

こ
の
号
が
出
る
頃
は
新
暦
７
月
の

後
半
、
夏
真
っ
盛
り
で
す
ね
。
暑
い

の
嫌
や
わ
〜
。
旧
暦
で
は
六
月
（
水

無
月
）
の
後
半
で
、
暑
さ
に
衰
え
は

あ
り
ま
せ
ん
が
暦
の
上
で
は
「
晩

夏
」
に
な
り
ま
す
。
旧
暦
上
は
水

無
月
が
一
年
で
一
番
暑
い
頃
で
す
。

〈
水
無
月
〉
に
は
田
ん
ぼ
に
水
を
張

る
「
水
の
月
」
す
な
わ
ち
水
が
豊
富

な
月
と
い
う
説
と
、
暑
く
て
カ
ラ
カ

ラ
に
乾
い
て
水
が
無
い
月
と
い
う
説

が
あ
り
ま
す
が
、
僕
は
断
然
後
者
を

取
り
ま
す
。

【
流
星
群
】

　

さ
て
、
毎
度
お
馴
染
み
お
盆
の
名

物
（
笑
）
ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群
で

す
。
今
年
は
８
月
12
日
の
23
時
ご
ろ

が
極
大
に
な
る
よ
う
で
す
。

　

夜
空
を
見
上
げ
て
W
の
形
を
し

た
「
カ
シ
オ
ペ
ア
座
」
を
見
つ
け
て

く
だ
さ
い
。
目
立
つ
と
思
う
の
で
す

ぐ
分
か
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
カ
シ
オ

ペ
ア
の
ち
ょ
い
横
が
放
射
点
に
な
る

　

ま
た
い
つ
か
、
お
お
い
町
に
行
き
た
い
、

あ
の
人
と
会
い
た
い
、
と
思
う
の
で
す
。
別

に
農
漁
業
体
験
を
し
な
く
て
も
い
い
の
で

す
。
そ
の
人
、
そ
の
人
た
ち
の
暮
ら
し
そ
の

も
の
の
魅
力
を
楽
し
み
に
来
る
の
で
す
。

　

立
派
な
建
物
、
豪
華
な
料
理
で
お
も
て
な

し
を
す
る
こ
と
は
、
観
光
に
と
っ
て
重
要
な

要
素
で
す
。
で
も
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

は
普
段
着
で
、
い
つ
も
の
お
食
事
で
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
お
迎
え
す
る
の
で

す
。
お
互
い
が
名
前
を
呼
び
合
え
る
お
付
き

合
い
、
共
感
し
あ
う
交
流
こ
そ
が
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
本
意
で
す
。

　

こ
ん
な
観
光
は
、
数
字
で
は
表
現
で
き
ま

せ
ん
。
な
か
な
か
成
果
も
現
れ
ま
せ
ん
。
で

も
、
10
年
、
20
年
、
30
年
と
こ
の
よ
う
な
活

動
を
続
け
て
い
け
ば
、
必
ず
や
お
お
い
町
に

貢
献
で
き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
の
は
、

耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
け
れ
ど
、「
な
に
そ

れ
っ
？
」
て
感
じ
で
す
よ
ね
。

　

ち
な
み
に
、
旅
行
会
社
の
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
こ

う
説
明
し
て
い
ま
す
。「
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
と
は
、
農
山
漁
村
に
滞
在
し
農
漁
業

体
験
を
楽
し
み
、
地
域
の
人
々
と
の
交
流

を
図
る
余
暇
活
動
」

　

新
幹
線
が
敦
賀
市
ま
で
開
通
し
て
、
福

井
県
の
観
光
に
、
大
き
な
期
待
が
持
た
れ

て
い
ま
す
。
各
地
の
有
名
観
光
地
で
は
、

集
客
数
が
前
年
比
を
大
き
く
上
回
っ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
明

る
い
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
大
い
に
喜
ぶ
べ
き

こ
と
で
す
。

　

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
観
光
資
源
は
、

名
所
旧
跡
や
立
派
な
施
設
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
「
資
源
」
と
は
、
お
お
い
町
に

暮
ら
す
私
た
ち
な
の
で
す
。
こ
の
町
で
活

き
活
き
と
楽
し
く
充
実
し
た
暮
ら
し
を
し

て
い
る
私
た
ち
。
観
光
に
訪
れ
た
人
々
は
、

そ
ん
な
お
お
い
町
民
に
出
会
い
、
交
流
し

て
そ
の
人
の
魅
力
に
、
そ
し
て
そ
ん
な
人

た
ち
が
暮
ら
す
お
お
い
町
の
魅
力
に
共
感

す
る
の
で
す
。

お
お
い
事
、
ひ
と
り
言

お
お
い
事
、
ひ
と
り
言

◆　

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

おおいグリーンツーリズム推進委員会
委員長　萩原茂男

総合町民センター、 里山文化交流センターの
使用制限について
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◆ 食育活動を行う「うめっぽ」の古池さん

地
域
おこし散

歩

     ciiki okoshi

　
「
こ
れ
か
ら
６
時
間
目
の
梅
干
し
づ

く
り
を
は
じ
め
ま
す
。」

　

福
井
の
梅
を
使
っ
た
梅
干
し
づ
く
り

の
授
業
が
、
本
郷
小
学
校
４
年
生
を
対

象
に
行
わ
れ
た
。
授
業
の
内
容
は
品
種

の
特
徴
や
収
穫
量
な
ど
、
福
井
の
梅
に

つ
い
て
の
理
解
を
深
め
た
の
ち
、
実
際

に
手
を
動
か
し
な
が
ら
梅
干
し
の
つ
く

り
方
を
学
ぶ
と
い
う
も
の
。
梅
に
長
年

向
き
合
わ
れ
て
き
た
古
池
さ
ん
の
お
話

は
、
福
井
に
あ
る
４
つ
の
品
種
か
ら
始

ま
っ
た
。「
お
お
い
町
に
は
、
紅べ
に
さ
し映
・

剣け
ん
さ
き先
・
福ふ
く
だ
ゆ
う

太
夫
・
新し
ん
へ
い
だ
ゆ
う

平
太
夫
と
い
う
品

種
が
あ
り
ま
す
。
な
か
で
も
紅
映
は
福

井
県
の
代
表
品
種
で
、
日
光
が
当
た
っ

た
と
こ
ろ
が
名
前
の
と
お
り
綺
麗
な
赤

　

福

井

県

は

梅

の
収

穫

量

が

1
，
7
3
0

ト

ン

で
、

全

国

３
位

・
日
本
海
側
最
大
の
生
産

地
で
す
。
今
回
の
地
域
お
こ
し

散
歩
で
は
、
そ
ん
な
福
井
の
梅

を
お
お
い
町
で
栽
培
し
、
二
次

加
工
し
た
商
品
を
開
発

・
販
売

し
て
い
る
企
業
組
合
う
め
っ
ぽ

の
代
表
で
あ
る
古
池
洋
子
さ
ん

（
以
下
、
古
池
さ
ん
）
の
も
と

を
訪
ね
ま
し
た
。
古
池
さ
ん
は

う
め
っ
ぽ
を
創
立
し
た
平
成
20

年
か
ら
本
郷
小
学
校
で
食
育
活

動
を
続
け
て
い
る
と
の
こ
と
。

授
業
に
参
加
す
る
と
、
お
お
い

町
の
特
産
品
で
あ
る
梅
を
次
世

代
に
つ
な
げ
て
い
く
姿
を
垣
間

見
れ
た
た
め
、
今
回
は
う
め
っ

ぽ
の
食
育
活
動
の
様
子
を
レ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

色
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、種
が
小
さ
く
、

皮
が
薄
い
の
で
果
肉
が
分
厚
い
。
そ
し

て
、
ト
ロ
っ
と
し
た
舌
ざ
わ
り
が
特
徴

で
す
。」

　

そ
ん
な
福
井
の
梅
は
今
年
、
ほ
か
の

地
域
と
同
様
に
驚
く
ほ
ど
不
作
だ
っ

た
と
古
池
さ
ん
は
言
う
。「
み
ん
な
も

ニ
ュ
ー
ス
で
見
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
年
は
い
ろ
ん
な
農
作
物
が
不
作
の

年
で
す
。
梅
の
栽
培
に
精
通
す
る
若
狭

町
の
農
家
さ
ん
が
『
こ
ん
な
に
実
が
な

ら
な
い
年
は
初
め
て
だ
』
と
言
っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。
私
も
20
年
ほ
ど
梅
を
育

て
て
き
ま
し
た
が
、
経
験
し
た
こ
と
が

な
い
く
ら
い
収
穫
量
が
少
な
い
で
す
。

そ
ん
な
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
肥

料
を
あ
げ
た
り
、
消
毒
を
し
た
り
、
丁

寧
に
手
を
か
け
て
大
事
に
収
穫
を
し
た

梅
を
持
っ
て
き
ま
し
た
。
梅
干
し
が
で

き
た
ら
み
ん
な
の
家
に
持
っ
て
帰
っ
て
、

お
母
さ
ん
や
お
父
さ
ん
に
梅
の
話
を
伝

え
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
で
す
。」

　

梅
干
し
の
つ
く
り
方
は
、
大
き
く
３

つ
に
分
か
れ
る
。
梅
の
塩
漬
け
、
紫し

蘇そ

と
合
わ
せ
る
工
程
、
そ
し
て
、
天
日
干

し
だ
。
今
回
の
食
育
活
動
で
は
６
月
20

日
に
塩
漬
け
し
、
７
月
４
日
に
紫
蘇
と

合
わ
せ
る
授
業
が
行
わ
れ
た
。
そ
う
し

て
生
徒
た
ち
が
準
備
し
た
梅
を
、
う
め
っ

ぽ
の
皆
さ
ん
が
７
月
末
に
３
日
～
４
日

ほ
ど
天
日
干
し
を
し
、
秋
頃
に
給
食
と

し
て
提
供
さ
れ
る
。

◆ 福井の代表品種「紅映」
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い
よ
い
よ
班
に
分
か
れ
、
塩
漬
け

を
す
る
準
備
が
始
ま
っ
た
。
ま
ず
は
、

梅
の
産
毛
を
や
さ
し
く
手
で
洗
う
。

キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
で
水
気
と
、
ヘ

タ
を
と
る
。
そ
し
て
、
樽
の
な
か
に

パ
ラ
パ
ラ
と
塩
を
ま
ぶ
し
た
ら
、
梅

を
並
べ
て
、
塩
を
か
け
て
い
く
。
そ

の
工
程
を
３
回
繰
り
返
し
、
梅
の
水

分
を
う
ま
く
出
す
た
め
に
内
蓋
の
上

に
重
し
を
乗
せ
た
ら
、
梅
の
塩
漬
け

を
す
る
準
備
は
完
了
す
る
。

　

梅
の
塩
漬
け
を
し
て
か
ら
２
週
間

後
の
授
業
で
は
、
梅
と
紫
蘇
を
合
わ

せ
る
工
程
を
体
験
し
た
。
紫
蘇
の
葉

を
枝
か
ら
摘
ん
だ
あ
と
は
、
塩
漬
け

し
た
梅
か
ら
出
て
き
た
梅
酢
を
紫
蘇

に
か
け
、
丁
寧
に
塩
も
み
を
行
う
。

そ
し
て
、
徐
々
に
出
て
く
る
ア
ク
を

取
っ
た
紫
蘇
を
樽
に
入
れ
、
内
蓋
と
重

し
を
の
せ
れ
ば
完
成
だ
。
天
日
干
し
を

す
る
ま
で
一
か
月
ほ
ど
こ
の
状
態
で
保

存
し
、
梅
雨
が
明
け
て
晴
天
が
続
く
日

に
天
日
干
し
を
行
う
。

　

２
日
間
の
授
業
を
経
て
、
梅
干
し
づ

く
り
の
工
程
を
終
え
た
生
徒
た
ち
は
、

「
紅
映
と
南
高
梅
は
ど
ん
な
違
い
が
あ

る
の
で
す
か
？
」「
ど
う
し
て
、
梅
干

し
は
腐
ら
な
い
ん
で
す
か
？
」
と
い
っ

た
質
問
や
「
紫
蘇
と
合
わ
せ
る
こ
と
で

梅
干
し
は
赤
色
に
な
る
こ
と
を
知
り
ま

し
た
」
と
の
感
想
を
述
べ
て
い
た
。
何

人
も
の
手
が
挙
が
り
、
途
絶
え
る
こ
と

な
く
質
問
が
続
い
て
い
た
こ
と
に
驚
い

た
。

　

授
業
を
終
え
た
あ
と
、
15
年
以
上
も

梅
の
食
育
活
動
を
つ
づ
け
て
い
る
理

由
を
古
池
さ
ん
に
尋
ね
て
み
た
。「
も

と
も
と
梅
の
値
段
は
今
よ
り
も
高
値

で
取
引
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
梅
は
青
い

ダ
イ
ヤ
と
呼
ば
れ
、
１
粒
１
０
０
円
で

売
れ
て
い
た
時
代
も
あ
っ
た
の
で
す
。

し
か
し
、
中
国
か
ら
の
輸
入
が
増
加
し

て
梅
の
価
格
は
下
が
り
、
パ
ン
食
が
広

が
っ
た
影
響
も
受
け
て
な
の
か
梅
離

れ
が
進
み
ま
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
へ

の
危
機
感
か
ら
、
梅
を
二
次
加
工
し
た

商
品
を
開
発
し
て
付
加
価
値
を
つ
け

た
り
、
未
来
に
つ
な
ぐ
た
め
に
食
育
活

動
を
続
け
た
り
、
梅
の
魅
力
を
広
げ
る

活
動
を
し
て
い
る
の
で
す
。
後
継
者
不

足
な
ど
の
問
題
は
尽
き
な
い
も
の
の
、

お
お
い
町
の
特
産
品
で
あ
る
梅
を
こ
れ

か
ら
も
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。」

◆ 梅と紫蘇を漬け込んでいきます

　

う
め
っ
ぽ
さ
ん
の
食
育
活
動
を
取
材

す
る
に
あ
た
り
、
地
域
の
食
文
化
は
ど

の
よ
う
に
受
け
継
が
れ
る
か
を
調
べ
て

み
ま
し
た
。
農
林
水
産
省
の
調
査
に
よ

る
と
、
食
文
化
の
継
承
に
「
子
供
の
頃

に
学
校
で
教
わ
る
こ
と
」
が
必
要
だ
と

約
半
数
も
の
人
（
回
答
者
２
，
３
０
９

人
中
44
・
４
％
）
が
答
え
て
い
る
と
の

こ
と
（
令
和
６
年
３
月
「
食
育
に
関
す

る
意
識
調
査
報
告
書
」）。
そ
う
し
た
背

景
に
お
い
て
、
古
池
さ
ん
の
よ
う
な
地

域
で
活
動
さ
れ
て
い
る
人
た
ち
が
、
学

校
で
授
業
を
継
続
し
て
行
う
こ
と
の
影

響
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
ま
た
、
自
分
自
身
が
大
阪
の
小

学
校
で
受
け
た
授
業
を
思
い
返
し
て
も
、

梅
干
し
づ
く
り
な
ど
の
体
験
を
通
し
て

ふ
る
さ
と
を
意
識
で
き
る
よ
う
な
授
業

が
あ
っ
た
記
憶
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
こ
ん

な
授
業
を
受
け
た
か
っ
た
な
」
と
う
ら

や
ま
し
さ
を
抱
く
く
ら
い
、
と
て
も
素

敵
な
取
り
組
み
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

【 

地
域
お
こ
し
協
力
隊 

】
張
本 

舜
奎

編

集

後

記

◆ 紫蘇に梅酢を加え塩をもみこむ
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足あ
し
ょ
ろ
ち
ょ
う

寄
町
の
病
院
、
高
齢
者
施
設
を
視
察

　
　
　
　
　
　

～
大
空
と
大
地
の
中
の
地
域
医
療
～

名田庄診療所長　中村伸一

　

6
月
21
日
、
22
日
の
２
日
間
、
全

国
国
保
診
療
施
設
協
議
会
が
主
催
す

る
地
域
医
療
現
地
研
究
会
で
、
北
海

道
足
寄
町
の
病
院
と
高
齢
者
施
設
を

視
察
し
て
き
ま
し
た
。
名
田
庄
診
療

所
は
山
間
の
へ
き
地
診
療
所
で
す
が
、

広
大
な
北
海
道
の
田
舎
は
私
た
ち
と

は
比
較
に
な
ら
な
い
く
ら
い
過
酷
な

状
況
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
で

も
、
地
に
足
の
つ
い
た
地
域
医
療
が

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

足
寄
町
は
、
歌
手
、
松
山
千
春
さ

ん
の
出
身
地
で
も
有
名
で
す
ね
。
日

本
の
町
村
の
中
で
最
も
広
い
面
積

（
1
，
4
0
8
㎢
で
香
川
県
の
4
分
の

3
）
に
6
，
0
0
0
人
（
高
齢
化
率

40
％
）
が
住
ん
で
い
て
、
最
も
近
い
都

市
部
で
あ
る
帯
広
市
ま
で
は
65
㎞
離
れ

て
い
ま
す
。
嶺
南
地
方
（
1
，
1
0
0

㎢
）
よ
り
も
広
い
土
地
に
お
お
い
町

（
7
，
4
0
0
人
）
よ
り
少
な
い
人
が

住
ん
で
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
夏
は

30
℃
以
上
に
気
温
が
上
が
り
ま
す
が
、

冬
は
マ
イ
ナ
ス
20
℃
以
下
に
な
り
、
年

間
の
寒
暖
の
差
は
50
℃
以
上
で
す
。

　

役
場
や
病
院
が
あ
る
町
の
中
心
部
か

ら
、
道
路
が
８
つ
の
枝
分
か
れ
に
な
っ

て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
一
番
奥
の
集
落

ま
で
23
〜
37
㎞
の
距
離
が
あ
り
ま
す
。

い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
①
救
急
医
療
と

プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
（
身
近
で
な
ん
で

も
相
談
に
乗
る
総
合
的
医
療
）、
②
回
復

期
・
慢
性
期
医
療
と
在
宅
医
療
、
③
予

防
医
学
と
教
育
・
啓
発
活
動
の
３
つ
で

す
。「
あ
れ
も
こ
れ
も
」
と
欲
張
る
の
で

は
な
く
、「
あ
れ
か
こ
れ
か
」
で
現
実
的

な
選
択
を
し
た
結
果
で
あ
り
、
そ
の
潔

さ
が
す
ば
ら
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
足
寄
病
院
に
併
設
す
る
高
齢

者
等
複
合
施
設
『
む
す
び
れ
っ
じ
』
は
、

地
域
交
流
施
設
、
小
規
模
多
機
能
施
設
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、生
活
支
援
長
屋
（
介

護
保
険
の
有
無
に
関
係
な
く
利
用
で
き

る
居
住
施
設
）
が
あ
り
、
社
会
福
祉
協

議
会
が
運
営
し
て
い
ま
す
。
前
述
の
通

り
、
冬
の
環
境
が
厳
し
い
た
め
、
要
介

護
で
は
な
い
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
や
老

夫
婦
世
帯
の
方
で
も
、
一
時
的
に
自
宅

を
離
れ
て
生
活
支
援
長
屋
に
入
居
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。
冬
に
視
察

し
た
ら
、
も
っ
と
実
感
で
き
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

医
療
・
介
護
の
複
合
施
設
と
い
え
ば
、

お
お
い
町
に
は
、
あ
っ
と
ほ
〜
む
い
き

い
き
館
と
な
ご
み
が
あ
り
ま
す
が
、
よ

り
大
き
な
規
模
に
し
た
の
が
足
寄
病
院

と
む
す
び
れ
っ
じ
で
し
た
。
1
0
0
の

地
域
が
あ
れ
ば
、
1
0
0
の
地
域
医
療

の
あ
り
方
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

歴
史
と
経
緯
が
あ
っ
て
、
今
の
形
が
あ

る
の
で
す
ね
。

訪
問
診
療
や
訪
問
看
護
に
行
く
の
も
大

変
で
す
。
ま
た
、
足
寄
病
院
か
ら
帯
広

市
内
の
病
院
に
搬
送
す
る
に
は
、
夏
で

1
時
間
、
冬
で
は
も
っ
と
か
か
り
ま
す
。

30
分
以
内
で
小
浜
病
院
に
搬
送
で
き
る

私
た
ち
と
比
べ
る
と
、
は
る
か
に
厳
し

い
環
境
で
す
。

　

町
内
で
入
院
病
床
を
有
す
る
唯
一
の

病
院
が
、
足
寄
町
国
民
健
康
保
険
病
院

（
足
寄
病
院
）
で
、
病
床
は
60
床
、
常

勤
医
は
5
名
で
す
。
こ
の
よ
う
な
医
師

が
少
な
い
小
規
模
病
院
で
は
、
全
て
の

医
療
行
為
を
行
う
の
は
無
理
で
す
。
高

度
医
療
は
帯
広
市
内
の
大
き
な
病
院
に

任
せ
、
足
寄
病
院
で
は
地
域
で
不
可
欠

な
こ
と
に
特
化
し
た
医
療
が
行
わ
れ
て

問 なごみ診療所

　〒 919-2111

　　おおい町本郷９２-５１-１

　☎ 77・2753　  Fax77・2276

診療受付時間 月 火 水 木 金 土 日
午 

前 8：30 ～ 11：30 ○ ○ ○ ○ ○ ○
休  

診午 

後
13：30 ～ 16：00 ○ ○ ○ ○ ○ 休  

診16：00 ～ 18：00 ○ ○

※ 発熱や喉の痛みなど風邪症状で診療を希望される方は必ず事前に電話予約をお願いします。

こ
ち
ら

な
ご
み
診
療
所

な
ご
み
診
療
所
で
す
で
す

　

内
視
鏡
検
査
は
苦
痛
を
伴
う
も
の
で
す
が
、
少

し
で
も
楽
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
コ
ツ
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

① 

リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る　

　

恐
怖
心
か
ら
眼
を
つ
ぶ
る
と
、
喉の
ど

に
力
が
入
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
１
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
先
を
ぼ
ん
や

り
と
眺
め
、
体
の
力
を
抜
く
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

② 

唾
の
対
処
法

　

内
視
鏡
が
口
に
入
る
と
唾
が
溜
ま
り
や
す
く
な

り
ま
す
。
こ
の
時
、
唾
を
飲
み
込
む
と
む
せ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

顔
を
少
し
う
つ
伏
せ
気
味
に
し
て
、
唾
が
溜

ま
っ
た
ら
吐
き
出
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③ 

経
鼻
内
視
鏡
の
利
点 

　

経
鼻
内
視
鏡
で
は
咽い
ん
と
う頭

反
射
が
少
な
く
な
り
ま

す
。
検
査
中
は
鼻
呼
吸
を
す
る
こ
と
で
、
口
呼
吸

と
比
べ
て
鼻
の
痛
み
が
26
％
、喉
の
痛
み
が
23
％
、

腹
痛
が
34
％
、
む
せ
込
み
が
44
％
軽
減
さ
れ
る
と

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
鼻
び
ち
ゅ
う
か
く
わ
ん
き
ょ
く

中
隔
湾
曲
症

や
小
柄
な
人
は
鼻
腔
が
狭
く
、
鼻
の
痛
み
が
出
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、
経
鼻
用
の
細
径

内
視
鏡
を
口
か
ら
入
れ
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

④ 

鎮
痛
剤
の
使
用 

　

胃
が
ん
検
診
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
か
ら
鎮
痛

剤
の
使
用
は
推
奨
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
一
方
、
保

険
診
療
に
お
い
て
は
疼と
う
つ
う痛

が
出
る
よ
う
な
内
視
鏡

検
査
（
大
腸
な
ど
）
の
際
に
、
鎮
痛
剤
の
使
用
を

考
慮
し
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

～ 

内
視
鏡
検
査
を
楽
に
受
け
て
も
ら
う
た
め
に 

～

医師　田邊 陽邦
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地域包括支援センター通信通信

～お問い合わせ先～ 地域包括支援センター　　☎７７ー２７７０

◆８月の高齢者福祉相談日について

　いつまでも住み慣れた町で、自分らしい生活していくためには、地域の中
での支え合い・助け合いが必要となってきます。
　高齢者を支える年代が減少してきている中で、どうすればよいでしょう？
まずは、高齢者自身のみなさんができる「３つの参加のカタチ」からはじめ
ていきましょう。私たちも応援していますのでチャレンジしたい人はぜひお
声がけください。

３つの参加のカタチ３つの参加のカタチ

「庭の剪定するよ」、
「お弁当つくるよ」などの
「こんなことできるよ」を

教えてください。
その社会参加の気持ちを
地域の「あったらいいな」

とつなげます。

仲間と安心して
すごせる場所、心穏やか

にすごせる場所など
「心の居場所」になる

ところをつくる
ことができます。

参加するだけではなく
積極的に支え合いについて

ほかの参加者と
一緒に考えていくこと

ができます。

得意を生かす得意を生かす 居場所をつくる居場所をつくる

一緒に考える一緒に考える

◆心と体を動かせば、 毎日がイキイキ！！

　【つどいの広場】
　毎月１回、町内を巡回開催中
　簡単なストレッチや脳トレなどの介護予防
　お茶をしながらのおしゃべりタイムなど
　★今後の開催予定　（１３：００～１５：３０）
　８月２９日（木）あっとほ～む いきいき館
　９月２４日（火）潮音院

◆あなたの居場所づくりを応援しています！

　生活支援コーディネーターも一緒に考え、
　居場所づくりを支援します

◆あなたの 「できること」 を教えてください！

親しめる名称親しめる名称

募集中！募集中！

・体力や覚えることに自信

　がなくなってきた人へ

　「いきいき体操教室」
で一緒に体力づくりをし
てみませんか。まずは６
か月間。チャレンジしま
しょう。
興味のある人は、地域包
括支援センターまでご連
絡ください。

・日時　８月１５日（木）　９：３０～１１：３０
・場所　保健福祉センターなごみ、あっとほ～むいきいき館
介護や福祉のことで気に掛かることがあればお気軽にお越しください。
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　 名 田 庄 小 学 校 ２ 年 生 が 木 村 農 園 さ ん の 協 力 の も
と、サツマイモの苗植えを行いました。児童たちは、
秋の収穫を今から心待ちにしている様子でした。（６
月７日（金）　名田庄小倉）

　６月１日は人権擁護委員の日です。小浜人権擁護
委員協議会の皆さんが大飯地域と名田庄地域のそれ
ぞれで人権に関する啓発活動を行いました。

（５月３1 日（金）　こども家族館・名田庄三重）

　夏の風物詩であるホタルが夜空を彩りました。名
田庄地域ではホタル狩りを楽しむイベントなども開
催され、訪れた人たちは幻想的な風景に魅了されて
ました。（６月上旬　名田庄地域）

地
域
の
特
産
品
を
学
ぼ
う
！

～ 

鯖
の
へ
し
こ 

～

　

大
島
小
学
校
５
・
６
年
生
が
、
地

域
の
特
産
品
で
あ
る
、
へ
し
こ
作
り

体
験
を
行
い
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は

体
験
を
通
し
て
、
ふ
る
さ
と
に
対
す

る
愛
着
や
食
べ
物
に
対
す
る
感
謝
の

気
持
ち
を
深
め
ま
し
た
。

（
５
月
29
日(

水)

、６
月
11
日
（
火
）

は
ま
か
ぜ
交
流
セ
ン
タ
ー
）

　本郷小学校３年生が「障がい者スポーツ出前講座」
を受講しました。この講座は、スポーツを通して障
がいを持つ人と持たない人の相互理解を促進するこ
とを目的としています。（６月２５日（火）本郷小学校）

　「おおい町老人クラブ連合会第１９回グラウンド
ゴルフ大会」が開催されました。快晴の下、88 人
の参加者が、楽しみながら真剣に打ち込んでいまし
た。（６月１２日（水）　長井浜）
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地
域
の
特
産
品
を
学
ぼ
う
！

～ 
梅
シ
ロ
ッ
プ

・
梅
干
し 

～

　

本
郷
小
学
校
４
年
生
が
、
地
域
の

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
梅
を
使

い
、
シ
ロ
ッ
プ
や
梅
干
し
作
り
体
験

を
行
い
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
作
業

を
楽
し
み
な
が
ら
行
い
、
特
産
品
の

梅
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

（
６
月
13
日(

木)

、６
月
20
日
（
木
）

本
郷
小
学
校
）

【 原 文 】
　 世界最長單塔斜張橋～淡江大橋開箱囉 !
　 淡江大橋主橋長達 920 公尺，最大跨度達 450 公尺，交通部公路總局主辦，內政部國
　 土管理署，新北市政府共同參與的工程，至 5 月 19 日工程進度已達 66%，預計 114 
　 年底通車。
　 淡水區人口至 113 年 4 月底為 196,302 人，即將突破
 　20 萬，未來淡江大橋及淡北道路的完工，將有效紓解淡
　 水聯外交通及增進觀光效益。
    淡水區公所歡迎您～

　 世界最長の単体斜張橋〜淡
たんこうおおはし

江大橋が間もなく完成！

　昨年７月におおい町と友好交流都市覚書を締結した台湾新北市淡水区。台北からの
アクセスも良く、淡

たんすいろうがい

水老街、漁
ぎ ょ じ ん ま と う

人碼頭など見どころもたくさんあります。
　このレポートでは、淡水区役所の皆さんにご協力いただき、淡水区の「今」を紹介
していきます！

【 日本語訳 】

　 淡江大橋の橋桁の長さは 920 メートルで、橋元から斜張 
　 部までは 450 メートルに達し、台湾交通部道路総局が主 
　 導し、台湾内政部国土管理署、新北市政府が共同で参加し
　 ている工事で、5 月 19 日時点では工事の進捗は 66% に達 
　 し、2025 年末に開通する予定です。
　 淡水区の人口は 2024 年 4 月末の時点では 196,302 人で、
　 もうすぐ 20 万人を突破します。
　 将来、淡江大橋と淡北道路の完成は、淡水区の外環部分　 
　 の交通を効果的に緩和し、観光資源効果を高める目的が　
　 あります。
　 淡水区へ是非お越しください～

　　日台友好！　　日台友好！
　　　台湾新北市淡水区との交流レポート　　　台湾新北市淡水区との交流レポート

◆ 淡江大橋完成予定図

◆ 世界最長単体張橋工事風景
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本郷公民館
（総合町民センター）☎ 77-1140

Yoga 教室
7日（水）19:30 ～ 20:30
講師　藤根　理奈 氏
対象　教室生
内容　ヨガのポーズや呼吸法でカラダを整えます。
参加費　100 円
持ち物　ヨガマット・タオル・飲み物
※ 14 日から 7 日に変更になりました。

　

佐分利公民館
（ふるさと交流センター）☎ 78-1211

脳トレ・マージャン教室
28日 ( 水）13:30 ～ 15:30
内容　脳の活性化と仲間作りに。初心者のための教室です。
定員　16 名
参加費　1 回 100 円

大島公民館
（はまかぜ交流センター）☎ 77-3011

バランスボール教室
2日、23 日（金）19:30 ～ 20:30
講師 　岩澤　恵子 氏
対象  　小学生以上 ( 小学生の方は保護者同伴 )　　
内容 　「バランスボール」を使った健康体操をします。
定員　10 名
参加費　大人 1 回 100 円　子ども１回 50 円
持ち物　タオル・飲み物

名田庄公民館
（里山文化交流センター）☎ 67-3250

みんなでラジオ体操
1日（木）～ 30日（金）8:45 ～ 8:50
場所　公民館前広場（雨天時館内）
内容　ラジオ体操
※火・水・木・金曜日に実施します。
※ 8/13、14、15、16 はお休みです。

スポーツリズムジャンプ（全 4回）
26 日（月）18:00~19:00
講師　木村　友真 氏
　　　（STAR 認定アドバンスディフューザー、中高保健体育 1 種免許）
対象　年長～小学生（年長の方は保護者同伴）
内容　リズム感を高めて運動パフォーマンスを向上させる画期
　　　的なトレーニングです。ケガの予防にもつながります。
定員　10 名
持ち物　タオル・着替え・運動靴・飲み物
※ 8 月～ 11 月まで毎月最終月曜日（9/30,10/28,11/25）に開
催します。全 4 回の教室ですが、都合のよい回のみの参加も可
能です。申込時にお伝えください。

初めての韓国語教室
8日、22 日（木）19:30 ～ 21:00
講師　田　基淑（ヂョン　キスク） 氏
対象　教室生
内容　文字や発音、韓国語の基礎を楽しく教えてもらいます。
参加費　1 回 100 円
持ち物　筆記用具・ノート

ストレッチポールエクササイズ教室
25日（日）11:00 ～ 12:00
講師　稲田　由佳子 氏
内容　ストレッチポールを使って体の歪みを整えます。
定員　10 名
参加費　100 円
持ち物　ヨガマット・タオル・飲み物
※ストレッチポールの貸し出し用あります。

クルージングとタコかご漁体験
24日（土）9:00 ～ 12:00
講師　生涯学習推進委員
対象　小学生以上（小学生の方は保護者同伴）
内容　大島周辺のクルージングとタコかごの引き上げを体験します。
定員　15 名
参加費　大人 100 円　子ども 50 円
持ち物　タオル・飲み物・着替え・サンダル

し～まいるジム
10日（土）9:00 ～ 12:00
講師　アクアマリンインストラクター
持ち物　飲み物・タオル
※自由に参加できます。

プログラミング教室
21日（水）10:00 ～ 17:00（各 2 時間× 3 コース）
講師　株式会社ナユタ
対象　小学生
内容　小学生を対象としたプログラミン
　　　グ体験をします。
定員　各 8 名
※詳しくは学校からお配りしたチラシを
ご覧ください。

本郷おどり大会を開催します！本郷おどり大会を開催します！
※こちらから
申込できます↓ 14 日（水）　19:00 ～ 20:30

場所　総合町民センター
【問合せ先】本郷公民館　☎ 77-1140
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８月
大飯図書館・郷土史料館

☎ 77-2820

はっちゃん先生とあそぼう♪
27日（火）11:00 ～ 11:30
講師　松宮　初美 氏
対象　0 歳からの乳幼児と保護者
内容　絵本の読み聞かせとわらべうた遊びをします。

名田庄図書館
☎ 67-3703

出張図書館
9日（金）、22日（木）11:00 ～ 11:30
場所　あっとほ～むいきいき館
内容　本の貸出をします。

第3回ジュニア司書養成講座
6日（火）9:00 ～ 15:00

7 日（水）13:00 ～ 17:00

8 日（木）9:00 ～ 12:00
対象　小学 4 年生～中学生
内容　図書館で働く司書の仕事や図書館の活用法を学びます。
定員　8 名
※ジュニア司書に認定された方には図書館活動等に参加しても
らいます。
※こども読書推進イベント対象事業

夏休み自由研究教室「福井の恐竜を学ぼう！」
4日（日）14:00 ～ 15:30
講師　松下　准城 氏（福井県立恐竜博物館）
対象　小学生
内容　恐竜に関するお話を聞いた後、アンモナイトの消しゴム
　　　を作ります。
定員　30 名
材料費　130 円
※ 7/22 ～ 8/4 の間、化石展示（レプリカ）を行います。

おはなしのへやとミニ工作
18日（日）11:00 ～ 11:30
対象　幼児～小学 3 年生
内容　絵本の読み聞かせと簡単な工作をします。

読書会「源氏物語を読む会」
8日（木）13:30 ～ 15:00
テキスト　紫式部ひとり語り　山本淳子 / 著
※随時メンバーを募集しています。映画会

25日（日）13:30 ～ 15:30
上映作品　「異動辞令は音楽隊！」
　　　　　阿部寛、清野菜名、磯村勇斗、高杉真宙 / 他出演
　　　　　内田英治 / 原案・脚本・監督
上映時間　118 分

「はにわを作ろう」
20日（火）9:30 ～ 11:30
場所　エントランスホール
講師　郷土史料館職員
内容　おおい町の古墳について学びながらはにわをつくります。
定員　6 名
材料費　大人 250 円　子ども 200 円

プログラミング教室
31日（土）10:00 ～ 12:00
講師　井上　泰仁 氏（舞鶴工業高等専門学校　電気情報工学科）
対象　小学生～中学生
内容　プログラミングで花火大会を作ってみよう。
定員　15 名
※ 9/7 にも別の内容で開催予定です。

布絵本の会
7日（水）13:30 ～ 16:00
内容　名田庄図書館に置く布絵本を作ります。（図書館ボランティア）
※随時メンバーを募集しています。

夏休みお楽しみ会
23日（金）
内容　① 10:00 ～ 11:00
　　　　工作（講師：こども家族館職員）& おはなし会
　　　② 14:00 ～ 15:20
　　　　DVD 上映「忍たま乱太郎・忍術学園全員出動の段」

おおい町公式ホームページで
随時公民館・図書館情報を
発信中です！！詳しくは、
こちらのＱＲコードを
読み取ってください。

名田庄図書館「本の帯コンクール」名田庄図書館「本の帯コンクール」
対象　小学生～一般
内容　お気に入りの一冊の本の帯（自分の絵や言葉で表現）を
　　　作って、応募して下さい。
応募期間　8 月 1 日（木）～ 9 月 30 日（月）
※詳しい応募規定はチラシやホームページでお知らせします。

【問合せ先】　名田庄図書館　☎ 67-3703
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I N F O R M A T I O NI N F O R M A T I O N

重
要
土
地
等
調
査
法
に
基
づ
く

重
要
土
地
等
調
査
法
に
基
づ
く

「
注
視
区
域
」
の
指
定
に
つ
い
て

「
注
視
区
域
」
の
指
定
に
つ
い
て

　

大
飯
発
電
所
を
中
心
と
し
た
周
囲
お
お

む
ね
１
，
０
０
０
メ
ー
ト
ル
の
区
域
（
宮

留
区
・
脇
今
安
区
・
畑
村
区
の
全
域
と
日

角
浜
区
・
河
村
区
の
一
部
）
が
重
要
土
地

等
調
査
法
に
基
づ
く
「
注
視
区
域
」
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

重
要
土
地
等
調
査
法
と
は
、
安
全
保
障

上
重
要
な
施
設
や
国
境
離
島
等
の
機
能
を

阻
害
す
る
土
地
・
建
物
の
利
用
を
防
止
す

る
た
め
、
重
要
施
設
の
周
辺
や
国
境
離
島

等
を
「
注
視
区
域
」・「
特
別
注
視
区
域
」

と
し
て
指
定
し
、
国
が
区
域
内
の
土
地
等

の
利
用
状
況
等
の
調
査
を
行
い
、
重
要
施

設
や
国
境
離
島
等
の
機
能
を
阻
害
す
る
行

為
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
土
地
等
の

利
用
者
に
対
し
、
機
能
阻
害
行
為
の
中
止

等
の
勧
告
・
命
令
を
行
う
も
の
で
す
。

※ 

詳
し
く
は
、
内
閣
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
内
閣
府
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

内閣府
ホームページ

内
閣
府
重
要
土
地
等
調
査
法

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
0
5
7
0・0
0
1・1
2
5

（
平
日
9
時
30
分
～
17
時
30
分
）

問

福井地方法務局人権擁護課
　　  ☎ 0776-22-4210

問

全国一斉 「こどもの人権相談」 強化週間

～なんでもおしえて こころのもやもや～

　いじめ、虐待のほか、学校生活、家庭の
問題など、こどもの人権に関わる悩みごと、
心配ごとなどの相談に応じます。
　期間中、平日午後７時まで受付時間を延
長するほか、土日も対応していますので、
ひとりで悩まず、お気軽にご相談ください。
■ 日時

　８月 21 日（水）～ 27 日（火）
　８時 30 分～ 19 時
※８月 24 日（土）・25 日（日）は
　10 時～ 17 時まで
■ 相談専用電話 （こどもの人権 110 番）

　☎ 0120-007-110（フリーダイヤル）
　LINE じんけん相談（チャット人権相談）
　アカウント名　法務局 LINE じんけん相談
　検索 ID　　　　＠ linejinkensoudan

ふくい桜マラソン 2025

ボランティア募集について

　約 15,000 人のランナーとふれあい、達成
感を味わいませんか？
■ 活動日時

　令和７年３月３０日（日）
■ 活動場所

　福井駅周辺、　コース沿道等
■ 定員

　３，０００人 ( 先着 )
■ 活動内容（従事場所によって異なります）

　会場誘導、トイレ誘導、手荷物預かり・返却
　コース管理、給水・給食所運営等
■ 申込締切

　令和６年１０月１５日（火）まで

　

北
陸
新
幹
線
敦
賀
駅
で
乗
り
換
え

等
を
行
う
駅
利
用
者
を
対
象
に
、
ス

マ
ホ
ア
プ
リ
等
を
使
っ
た
即
時
抽
選

で
デ
ジ
タ
ル
地
域

通
貨
「
ふ
く
い
は

ぴ
コ
イ
ン
」
を
進

呈
し
ま
す
。

■ 

期
間
・
場
所

・
８
月
８
日
（
木
）
～
９
月
１
日
（
日
）

・
北
陸
新
幹
線
敦
賀
駅
内
（
２
階
コ
ン
コ
ー

ス
、
連
絡
通
路
）

■ 
対
象
者
・
進
呈
額

・
駅
利
用
者

・
１
，
０
０
０
ポ
イ
ン
ト
（
当
選
者
１

名
あ
た
り
）

■ 

当
選
人
数

　

２
，
０
０
０
人

■ 

参
加
条
件

　
「
ア
プ
リ
の
登
録
」
お
よ
び
「
起
動
」

※
詳
細
な
参
加
条
件
は
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

よ
り
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

無
料
で
参
加
し
て
い
た
だ

け
ま
す
。

北
陸
新
幹
線
敦
賀
駅

北
陸
新
幹
線
敦
賀
駅  

乗
り
換
え

乗
り
換
え

わ
く
わ
く
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
第
１
弾

わ
く
わ
く
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
第
１
弾

ふくい桜マラソン大会
ホームページ

ふくい桜マラソン実行委員会事務局
   ☎ 0776-20-0530

問

ふくいはぴコイン

ふ
く
ア
プ
リ
・
ふ
く
い
は
ぴ
コ
イ

ン
事
業
事
務
局

　  

☎
0
7
7
6
・
50
・
7
6
7
1

　
　
　
　
　（
平
日
9
時
～
17
時
）

問

ボランティア
申込フォーム
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お お い 情 報 局お お い 情 報 局

人権悩みごと相談人権悩みごと相談

総合町民センター

8月21日㈬ 10時～12時

日頃の悩みごと、いじめ、
不登校、体罰、その他人権
に 関 す る 相 談 に 人 権 擁 護
委員が応じます。相談は無
料 で 秘 密 は 固 く 守 ら れ ま
すのでご安心ください。

福井県
夏の節電チャレンジ

人　身 0 件
死　 者 0 人
傷　 者 0 人
物　 損 73 件

内交通事故発生状況
（2024 年１月１日～ 6 月 30 日）町

死亡事故 0
ゼロ

継続日数 
 800 日

(2024 年 6 月 30 日時点 )

福
井
県
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
部

エ
ネ
ル
ギ
ー
課 

嶺
南
Ｅ
コ
ー
ス
ト
計
画
室

 

　
　 

☎
0
7
7
0
・
47
・
5
8
7
5

問
　

１
か
月
間
の
節
電
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、

節
電
上
位
者
に
「
ふ
く
い
は
ぴ
コ
イ
ン
」

３
，
０
０
０
円
分
を
進
呈
。

■ 

期
間

・
９
月
検
針
分
の
利
用
期
間

 

（
８
月
検
針
日
～
９
月
検
針
日
の
１
か
月
）

■ 

対
象

　

嶺
南
地
域
在
住
の
人

 
（
１
世
帯
１
エ
ン
ト
リ
ー
）

■ 
申
込
期
間

・
７
月
31
日
（
水
）
ま
で

※
詳
し
く
は
、
福
井
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

嶺
南
Ｅ
コ
ー
ス
ト
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

嶺
南
Ｅ
コ
ー
ス
ト
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

～～  

夏
の
節
電
チ
ャ
レ
ン
ジ

夏
の
節
電
チ
ャ
レ
ン
ジ  

～～

令
和
７
年
は
た
ち
の
つ
ど
い
開
催
お

令
和
７
年
は
た
ち
の
つ
ど
い
開
催
お

よ
び
実
行
委
員
の
募
集
に
つ
い
て

よ
び
実
行
委
員
の
募
集
に
つ
い
て

生
活
安
定
資
金
等
融
資
制
度
の
ご
案
内

生
活
安
定
資
金
等
融
資
制
度
の
ご
案
内

（
令
和
６
年
７
月

（
令
和
６
年
７
月
1111
日
か
ら
）

日
か
ら
）

　

町
内
の
勤
労
者
お
よ
び
就
業
者
を

対
象
に
、
低
利
で
生
活
支
援
金
等
の

貸
し
付
け
を
行
う
制
度
で
す
。

■ 

融
資
限
度
額

・
融
資
期
間

　

２
０
０
万
円
・
７
年
以
内

■ 

融
資
利
率

　

① 

３
年
以
内　
　
　
　

1.8
％

　

② 

３
年
超
７
年
以
内　

2.1
％

■ 

融
資
条
件
等

　

町
内
に
１
年
以
上
住
所
を
有
し
、

融
資
金
の
返
還
能
力
を
有
す
る
個
人

（
事
業
資
金
は
対
象
外
）

※
詳
し
く
は
、
取
扱
金
融
機
関
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

小
浜
信
用
金
庫
（
大
飯
支
店
）

　
　
　
　
　
☎
77
・
1
1
2
2

北
陸
労
働
金
庫
（
小
浜
支
店
）

　
　
　
　
　
☎
52
・
1
9
4
6

問

■ 

対
象

　

20
歳

（
平
成
16
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
17
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

※ 

町
内
小
中
学
校
を
卒
業
し
、
他
市

町
村
へ
転
出
し
た
人
も
対
象
。

■ 

日
時

・
場
所

　

令
和
７
年
１
月
12
日
（
日
）

　

 　
　
　
　

13
時
か
ら
式
典
開
始

　

 

総
合
町
民
セ
ン
タ
ー　

大
ホ
ー
ル

■ 

実
行
委
員
会
の
内
容

　

式
典
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
企

画
・
準
備
・
運
営
を
行
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
９
月
頃
か
ら
月
１
回
程
度

は
た
ち
の
つ
ど
い
実
行
委
員
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

申
込
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
。
社

会
教
育
課
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

社
会
教
育
課
　
☎
77
・
1
1
5
0

問

　

若
狭
広
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、

令
和
６
年
８
月
１
日
か
ら
畳
・
布
団
類
の

持
ち
込
め
る
枚
数
が
次
の
と
お
り
変
わ
り

ま
す
。

■ 

枚
数

・
旧 

１
世
帯
あ
た
り
１
日
１
回
５
枚
ま
で

・
新 

１
世
帯
あ
た
り
１
日
１
回
６
枚
ま
で

※ 

畳
・
布
団
類
を
持
ち
込
む
際
は
、

事
前
に
若
狭
広
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

（
72
・
６
８
７
７
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

畳
・
布
団
類
の
持
ち
込
め
る
枚
数

畳
・
布
団
類
の
持
ち
込
め
る
枚
数

が
変
わ
り
ま
す

が
変
わ
り
ま
す

住
民
窓
口
課  

☎
77
・
4
0
5
3

問木
造
住
宅
の
耐
震
化
に
関
す
る
相

木
造
住
宅
の
耐
震
化
に
関
す
る
相

談
会
の
開
催
に
つ
い
て

談
会
の
開
催
に
つ
い
て

■ 

日
時

・
場
所

　

８
月
３
日
（
土
）
13
時
か
ら
16
時

　

旭
座（
小
浜
市
小
浜
白
鬚
１
１
１
‐
１
）

■ 

対
象

・
お
お
い
町
内
に
昭
和
56
年
以
前
に
着

工
さ
れ
た
木
造
住
宅
を
所
有
す
る
人

■ 
内
容

・
料
金

・
木
造
住
宅
耐
震
の
補
助
金
等
相
談
や

木
造
住
宅
耐
震
模
型
に
よ
る
加
震
実
験

建
設
課  
☎
77
・
4
0
5
7

問

はたちのつどい
ホームページ
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大飯発電所大飯発電所とぴっくすとぴっくす

防災通信防災通信

防災安全課　☎ 77-4054問

　関西電力では、毎年６月を「関西電力グループ環境月間」としており、今年もさまざまな環境への
取り組みが実施されました。
　6 月 13 日（木）には、発電所所員により大島認定こども園へ花の苗が届けられました。子どもたち
と一緒にプランターに苗を植え、こども園が華やかに彩られました。
　また、6 月 25 日（火）には、大島地区の袖ヶ浜海水浴場と塩浜海水浴場の海岸清掃が実施され、所
員と協力会社従業員の約 70 名が参加し、約 200 キロのゴミが回収されました。
　大飯発電所は、環境月間の取り組みを通して、環境を大切にする重要性を再認識する契機としたい
としています。

環境月間の取り組みについて

おおい町総合防災訓練
～関係機関と自主防災組織との連携～

　６月２３日（日）８時３０分より、さきやま会館 ( 名田庄三重 ) 周辺において、総

合防災訓練を実施しました。

　台風および局地的豪雨、地震等による洪水・土砂災害などから住民の生命、財産を

守り、地域の防災力向上を図ることを目的として、若狭消防組合、おおい消防団、お

おい町赤十字奉仕団、および三重区自主防災会が参加されました。

　訓練の後半には、若狭消防署に配備されている水陸両用バギーによる、水害で孤立

した負傷者の救出訓練も行いました。

　水陸両用バギーは８つのタイヤを備え、大きな段差や冠水した場所でも活動でき、

東日本大震災の教訓を踏まえ県内初の「津波・大規模風水害対策車」として、若狭消

防組合で運用しています。

【 土のう作成 】 【 バギーを用いた救出訓練 】 【 積み土のう工法訓練 】

【 大島認定こども園の様子 】 【 海岸清掃の様子 】
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な ご みな ご み

いきいきいきいき ８８戸籍の 窓窓 （敬称略）（敬称略）  月月
環境月間の取り組みについて

■  すくすく広場＆マザーズカフェ

　保健福祉センター なごみ　　　        　       1 日㈭      10：00 ～

　あっとほ～むいきいき館　　　　        2 日㈮      10：00 ～

■  乳幼児健診　※対象者には通知します。

　保健福祉センター なごみ　　　        　    23 日㈮      13：00 ～

■  離乳食教室　※対象者には通知します。

　保健福祉センターなごみ　　 　          27 日㈫      10：00 ～

　保健福祉センターなごみ　　 　          28 日㈬      10：00 ～

　あっとほ～むいきいき館　　 　          30 日㈮      10：00 ～

■  親子あそびの教室ぐんぐん

　保健福祉センター なごみ　　 　            6 日㈫         9：30 ～

■  ことばとあそびの広場はぐはぐ

　保健福祉センター なごみ　　 　         20 日㈫      10：00 ～

■  女性がん検診　※要予約

　ふるさと交流センター　 　　 　         29 日㈭      13：00 ～

■   健康相談

　保健福祉センター なごみ　    　   毎週木曜日        9：30 ～

　あっとほ～む いきいき館　　       毎週木曜日        9：30 ～

■問い合わせ

○保健福祉センターなごみ　すこやか健康課 　☎ 77-1155

○あっとほ～むいきいき館 　  　   保健福祉室　 ☎ 67-2000

休日救急医療機関休日救急医療機関 小浜病院

休日在宅当番医休日在宅当番医

  4 日（日）永谷医院　　  　11 日（日）若狭高浜病院
12 日（月）若狭高浜病院       18 日  （日）さわだファミリークリニック
25 日（日）なごみ診療所
診療時間：9 時～ 17 時

広報紙に掲載された写真を提供いたします！

　広報紙に掲載された写真データをご希望の人（本人、または家族）に無料で提供いたします。
■ 写真データの提供方法
　 事前に役場まちづくり課に連絡のうえ、空の CD-R 等をまちづくり課窓口まで持参いただきま
　 すと写真データを入れてお渡しします。
　  詳しくはまちづくり課までお問い合わせください。　　　　　　　まちづくり課　　☎  ７7-4051

令和 6 年 6 月２日から
令和 6 年 7 月 1 日届出まで

赤ちゃん

おくやみ

      名前       　 性別　   保護者  　           住所

萩原　一
い す み

澄　　  男　 　裕記・美早樹　  尾内

松竹　凪
な ぎ さ

紗　　  女　 　由晃・仁海　　  名田庄挙野

嶋田　真
ま こ と

斗　　  男　 　大樹・蒔織　　  本郷（15 区）

    名前         　　　 年齢   　　   性別　　 住所

渡邉　満　　　　　 71 歳 　    男  　   川上

菅原　ミヨ子　　 　85 歳 　    女  　   名田庄下

中谷　洋子　　　 　85 歳 　    女  　   名田庄井上

小森　喜久栄　　 　92 歳 　    女  　   名田庄虫鹿野

中谷　久雄　　　 　92 歳 　    男  　   大島（西村）
ごめい福をお祈りします。

まちの人口！
令和 6 年 7 月１日現在　　（　）は前月比

　総人口　　7,699 人  　   （－　１）
　　男　　　3,820 人  　　（－　６）
　　女　　　3,879 人  　　（　　５）
　世帯数　　3,256 世帯　　（　　６）

ご誕生おめでとうございます。元気にすくすく育ってください。

たかさご
       名前  （　）は旧姓 　         住所

浦松　尚志　　　　　　　　　小堀

（濱戸）　舞　　　　　　　   　小浜市　　　  
ご結婚おめでとうございます。いつまでもお幸せに。

住民窓口課　☎ 77-4053問

1919
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連
日
30
℃
を
超
え
る
暑
い

日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
皆

さ
ん
体
調
は
崩
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
で
し
ょ
う
か
▼
夏
と
い

え
ば
お
祭
り
で
す
ね
▼
お
お

い
町
に
は
、「
名
田
庄
星
の

フ
ィ
エ
ス
タ
」
や
「
若
狭

お
お
い
の
ス
ー
パ
ー
大
火

勢
」
な
ど
大
き
な
お
祭
り
が

あ
り
ま
す
よ
ね
▼
私
の
出
身

で
あ
る
兵
庫
県
姫
路
市
に
も

６
月
に
開
催
さ
れ
る
「
姫
路

ゆ
か
た
ま
つ
り
」
と
い
う
大

き
な
お
祭
り
が
あ
り
ま
す
▼

松
上
げ
や
巨
大
松
明
を
回
し

た
り
、
花
火
の
打
ち
上
げ
な

ど
迫
力
あ
る
催
し
が
あ
る
わ

け
で
は
な
い
で
す
が
、
姫
路

城
周
辺
を
埋
め
尽
く
す
ほ
ど

た
く
さ
ん
の
屋
台
や
パ
レ
―

ド
、
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
で
賑
わ
い
ま
す
▼
涼
し

げ
な
浴
衣
を
着
た
人
た
ち
で

城
下
町
が
賑
わ
う
様
子
は
圧

巻
で
す
の
で
、
興
味
の
あ
る

人
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
て
く

だ
さ
い
▼
（
き
の
）

広報紙をスマホから
↓↓↓↓↓↓↓↓↓

町の公式 SNS が絶賛稼働中です！
町政情報やイベント情報などを、迅速に
発 信 す る た め に 公 式 SNS を 運 用 し て い
ます。ぜひ、情報収集にご活用ください！ おおい町役場

インスタグラム
おおい町役場

フェイスブック
おおい町役場

X（旧ツイッター）
おおい町役場

防災 X（旧ツイッター）

　夏の海を全力で楽しもう！！
　  　　マリンスポーツ体験教室開催！

リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室
が

６
月
22
日
に
長
井
浜
海
水
浴

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
カ
ヌ
ー
や
ス
タ
ン

ド
ア
ッ
プ
パ
ド
ル
ボ
ー
ド
（
Ｓ
Ｕ

Ｐ
）、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
ア
ク

ア
チ
ュ
ー
ブ
や
ビ
ー
サ
ン
飛
ば
し
）

を
体
験
し
ま
し
た
。

　

初
め
て
カ
ヌ
ー
に
挑
戦
し
た
子
ど

も
た
ち
は
、
初
め
は
思
う
よ
う
に
前

に
進
む
こ
と
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
慣
れ
て
く
る
と
講
師
を
追

い
越
す
ほ
ど
す
い
す
い
と
カ
ヌ
ー
を

操
縦
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
体
験
教
室
は
、
マ
リ
ン
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
な
ど
を
通
し
て
仲
間
づ

く
り
や
健
康
づ
く
り
の
推
進
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

マ


